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「多くの人と助け合いながら、明るくほがらかに人
生を歩んでほしい」。亮介くんの名前には、パパと
ママのそんな願いが込められています。
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大好きなパパとママの間でごきげんな亮介くん
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みんなで湖をきれいに
　緑小学校の全校児童 69 人は６月 17 日、猪苗代湖の
湖畔清掃を行いました。同校では毎年湖畔清掃に取り組
んでいて、昨年からは国立磐梯青少年交流の家と協力し
て実施しています。児童と青少年交流の家の職員らは３
班に分かれ、それぞれ天神浜、志田浜、上戸浜の３浜で
ごみを拾い集めました。参加者たちは、猪苗代湖の水質
日本一復活を願いながら、空き缶やペットボトル、湖岸
に打ち上げられた木の枝などを熱心に拾いました。

　千里小の５年生 32 人は５月 26 日、町農業活性化セ
ンター（アグリいな）で田植えを体験しました。児童は、
ぬかるみに足を取られて転んだり、足が抜けなくなって
友達に助けてもらったりと、悪戦苦闘しながらも楽しそ
うに取り組みました。渡部光郁さんは「みんなで仲良く
できてよかった。一番最初に転んで恥ずかしかったけど、
泥だらけになって楽しかった」と満面の笑みを見せまし
た。秋には、この田んぼで稲刈りを体験する予定です。

アグリいなで田植え体験

　猪苗代高校の全校生徒は６月３日、磐梯登山を実施し
ました。磐梯登山は、1977（昭和 52）年から続く同校
の伝統行事で、当日は生徒 154 人が参加。八方台登山
口から登り、猪苗代スキー場へと下山しました。弘法清
水から山頂までは希望する生徒が登り、135 人が山頂
を目指しました。あいにくの雨模様で、雄大な景色を眼
下に望むことはできなかったものの、登頂した生徒たち
は達成感に満ちた笑顔で友人らと記念撮影していました。

　さくらこども園の園児は６月８日、同園の畑で野菜の
苗植えなどを体験しました。作業には４歳児と５歳児合
わせて約 60 人が参加。ＪＡあいづ青年連盟猪苗代地区
のメンバーたちに教わりながら、５歳児がサツマイモと
スイカの苗を植え、４歳児がトウモロコシの種をまきま
した。さくら組（５歳児）の鈴木秋花ちゃんは「とても
楽しかった。自分たちが植えたスイカとサツマイモを食
べるのが楽しみ」と笑顔で話しました。

農青連と野菜の苗植え

全校生徒が磐梯登山
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丁寧に苗を植える千里小の児童

湖畔の清掃に取り組んだ緑小の児童ら
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長瀬小と吾妻小で人権の花運動

プランターに花の苗を植える長瀬小の児童

人権擁護委員の山田猛夫さん（左）と齋藤裕子さん（左か
ら２人目）から花の苗を受け取る吾妻小緑の少年団の鈴
木ひかり団長（右）と小板橋綾杜副団長（右から２人目）

人権擁護委員の佐賀昭男さん（右から３
人目）と佐藤秀一さん（同４人目）から花
の苗を受け取る長瀬小の児童

プランターに植えた花に水をやる吾妻小
緑の少年団の団員たち

農青連のメンバーに教わりながら、丁寧に苗を植える園児

山頂で記念撮影する生徒たち


